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図書館運営委員の先生方と図書館職員がおすすめの1冊をご紹介します！

図書館長

文学部　歴史学科 東　昇 教授

生命と時間のあいだ：Between life and time

- 請求記号 -
460.4||F

福岡伸一著

新潮社　2025.7

本書は、サイエンスの言葉では表現しえない「生命の

時間」を、フィクションやアート、坂本龍⼀や⼿塚治

虫、村上春樹の作品を題材に読み解いている。モノ知

りハカセと教養人の決定的な違いは時間軸を持ってい

るかどうか。科学のことだけでなく、科学史を知って

いる、とある。4⽉というはじまりに際し、時間につ
いて考え直してみる⼀期になるかもしれない。

2026年度の始まりにふさわしく、今⽉も多彩なジャンルの新着図
書が加わりました。新⽣活に寄り添う読み物から、⽇々の学びを支

える専⾨書まで、幅広く揃っています。春は出会いの季節。新しい

本との出会いを⾒つけに、ぜひ図書館へお越しください。
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今月の職員おすすめ本

言論と政治の関係を考える : ⽇本政治とジャーナリズムの近代史

戦わず、期待せず、誰からも傷つけられない状態を作り出す防

御戦略としての「無敵化」。若者が「無敵化」していく背景を

探りながら、著者はそれを批判せず、価値観として認める。若

者には⾃身への客観的な視点を与え、⼤人世代には具体的なア

ドバイスも提言している。広い世代に読んでほしい本。

急速に広がるAI時代。生成AI×著作権、⾃動運転の事故責任、
AIに人格は必要？といったテーマを「人とAIの信頼」という視
点で再整理する。進化するAIが社会とどう関わり、衝突し、や
がて共存あるいは融合していくのか。AI時代の社会設計図を考
えるヒントが詰まった⼀冊。

戦国時代、日本に渡来した宣教師たち、⽇本からローマ教皇の

元へ派遣された少年たち。彼らは異国の地でどんなもてなし料

理を食したのか。料理に添えられた逸話からは、彼らの心の声

が聞こえてくる。再現レシピをもとに当時の味を蘇らせること

もできるので、彼らの⼝になったつもりで味わうのもよい。

戦国めし、南蛮メシ

- 請求記号 -  383.81||E

無敵化する若者たち

- 請求記号 -  371.47||K

AIの倫理 : 人間との信頼関係を創れるか（⾓川新書）

栗原聡編著 KADOKAWA 2026.1

まず良識をみじん切りにします

- 請求記号 -  913.6||A

誰もが感じるような日々の違和感を増殖、暴⾛させたらどうな

るか…。「良識」という⻭⽌めがかからなくなった人たちの
「どうしてこうなった？」という結果にも、やはりそうするし

かなかったのだろうと共感してしまう、人の憤りや焦燥感とい

ったマイナスの感情をうまく調理した短編五編。

石川徳幸著 ⽇本経済評論社 2025.9

言論と政治はどう結びついてきたのか。幕末から戦後までの日

本政治史とジャーナリズムの関係をたどり、政党や記者たちの

動きを手がかりに現代社会の仕組みを考察する。政治のメディ

ア化、ひいてはデジタル化が進み、さまざまな課題を抱える現

在を捉え直す視点をひらく。

遠藤雅司著　亜紀書房 2025.12

金間⼤介著 東洋経済新報社 2026.1

浅倉秋成著　光文社 2024.10

- 請求記号 -  007.13||K

学内関係者
のみ利⽤可

電子ブック

https://kyotopref-u.idm.oclc.org/login?url=https://kinoden.kinokuniya.co.jp/kpu/bookdetail/p/KP00124198/
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今月の職員おすすめ本

ただいま2階フロア入口付近のスペースにて春の企画

展示「2026府大生活、はじめの100日を楽しむコ

ツ」を開催中！大学での学びやレポートの作成、暮

らしのヒントなど、大学生活に役立つ図書・電子ブ

ックをご紹介しています。

今も広く親しまれているシェイクスピアの作品を「批判的に楽

しむ」授業の講義録。英語史や演劇史のレクチャー、男子高校

生による演出案や映画評という実践を通して、批評のやり方が

わかりやすく説かれる。人⽣を⾯⽩くするための突破⼝をシェ

イクスピアから探してみませんか？

学校では教えてくれないシェイクスピア : 「名作」と友達になる

北村紗衣著　朝⽇出版社 2025.9

校閲記者も迷う日本語表現

- 請求記号 -  932.5||K

世界の名木と伝説図鑑

コリン・ソルター著/大山晶訳 原書房 2025.12

根の年代測定により樹齢9565年と判明した木、今も実をつけ
るニュートンのリンゴの⽊、9.11を⽣き延びた⽊など、歴史の
場に居合わせた伝説の⽊々を文化的背景などとともに写真で紹

介する。⽊が語る地球や人類の記憶にそっと⽿を傾けてみた

い。

毎日新聞校閲センター著 毎⽇新聞出版 2023.9

最近当たり前のように聞く「エモい」という表現、「違和感を

感じる」への違和感といった何かおかしい日本語の数々を、校

閲記者たちが読者に対して⾏った調査結果から分析・解説す

る。「言われて（書かれて？）みれば」が満載。校正の仕事に

興味のある人はもちろん、言葉が好きな人も楽しめる。

- 請求記号 -  653.2||S

電子ブック

学内関係者
のみ利⽤可

春の企画展示

新入生歓迎デジタルクイズラリーも同時開催中！

展示期間：2026年4月6日（月）～5月31日（日）

館内に散りばめられたクイズに答えて、隠された
メッセージを見つけよう！

https://kyotopref-u.idm.oclc.org/login?url=https://kinoden.kinokuniya.co.jp/kpu/bookdetail/p/KP00087046/
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